










































































































































　　① " 解決志向ブリーフセラピー " によるカウンセリングとロールプレー実習、DVD 視聴
　　参加人数：教員（６）名　　事務職員（６）名　　　　
　　第７回　「アサーション（自己主張）のわーく（講義・実習）」（2 ／ 8）　　
　　① 「自己主張ロールプレイの講義」　②「自己主張ロールプレイ実習」
　　参加人数：教員（５）名　　事務職員（５）名
　　第８回　「アサーション（自己主張）のわーく（実習）」（１／ 0）
　　① 「アサーション（自己主張）ロールプレイ実習」　
　　参加人数：教員（５）名　　事務職員（３）名
　　第９回　「学生が思わず本音を語る、学生相談を目指して」（講義）（2 ／ 2）　最終回　　
小規模の大学における学生支援の試み（３）　−奈良産業大学学生相談室の活動（平成２３年度）から− 79
　　① 来談者中心療法とは　　②カウンセリングの基本技法　　③解決志向アプローチ
　　参加人数：教員（９）名　　事務職員（３）名　　　　　　　　 参加対象・全教職員、自由参加原則
　以上のように、定期研修会を始めたため、教職員向けの研修会を１０回行ったことになる。前年度まで、全教職
員を参加対象とした研修会を年１，２回行ってきた。しかし、本年度は定期研修会を実施することにした。少しで
も本学の相談活動に寄与することになるのであればという思いで、何とかやり遂げることができた。この原動力と
なったのは、研修会と歩調を合わせるように「学生相談だより」を発行（次章で詳述）して、毎回の研修内容を参
加できなかった教職員に広報することが必要だと考えたからである。さらには、学生支援センターの活動が不断に
続けられていることを内外に知らせることにもなる。
　定期研修会には、９回で８８名、毎回１０名ほどの参加者であった。三郷キャンパスの教職員は約百名であるの
で、約１割の参加ということである。この数字をどう評価するか、考える必要である。
４．３．「学生相談だより」の発行
　２０１１年５月７日に創刊号を発行した。年度内に毎月１回、主に教職員に対する定期研修会に出席された先生
方の声を掲載し、筆者が疑問等に答えるというスタイルをとっている。以下に№９　2.9 号を参照する。
菅　　　　徹80
　以上のような研修会の内容と学生相談や心理学に関する話題を提供してきた。全９回の定期研修会を通して、筆
者が学んだことをまとめておく。
①  参加者が平均１０名であったことは、教職員の授業が最も少ない時限と曜日を特定したが、予想外に少なく、
残念であった。しかし、参加された方々は、普段の学生指導で学生相談の必要性を感じている人であることも
わかった。これは、学内における人的資源を確保し、新しい力になることを示唆している。また、筆者がこれ
までに学んできたベーシックな事柄をまとめる機会となった。
②  今後、具体的な学生支援のためのツール（学生援助シート等）を個別に使用して、学生援助シートの更新を進
めていきたい。
５．「リメディアル教育」について
　本学の学生支援目標について、１．１．３　ａ）「学び」の問題で「自主勉強会」についてふれた。そこで、どの
ような流れだったのか、まとめておきたい。
　はじめに、「リメディアル（remedial）教育」の意味について述べる。これは、大学教育を受けるために必要な
基礎学力を補うために行われる補習教育。学力不足が著しく不足している学生を支援するために大学が実施する教
育である。
　移民の国であるアメリカのコミュティカレッジ（短期大学）で始められた教育である。四年制大学で学ぶための
準備として必要な、読み・書き・数学といった基礎的なコースを設定している。日本では、大学の講義内容がわか
る程度の学力を補充するための教育内容だと理解すればいいと思われる。初等中等教育で分数・かけ算や基礎的な
漢字の習得ができていないままに、大学に入学してきた学生に少しでも、基礎学力を養成したいとの思いで取り組
んでいる。この考え方は、平成２２年度に FD 委員会から全学的な課題として提起された。それを、学生支援セン
ター運営委員会等で検討の結果、以下のような実施要領が作成された。
小規模の大学における学生支援の試み（３）　−奈良産業大学学生相談室の活動（平成２３年度）から− 8
　全学をあげて、協力してもらったことで、学生の学力状況について実態を把握することができた。先生方の授業
に対する工夫につながると思われる。
　後期の１１月から２月末まで、アドバイザーから推薦のあった学生に対して、「後期リメディアル教育の実施に
ついて」の要領で学習が始まった。何はともあれ、できることからはじめることが大事である。月曜 4 時限目、火
曜５時限目、水曜５時限目を中心に、学生支援センター運営委員が交代で指導にあたった。推薦を受けた学生は、
決して、自らの意思で訪れているわけではない。しかし、このようなことを契機に、地道に努力することで少しで
も内容が理解できるようになれば、次には自らの意思で取り組むことになると信じる。実際、３年生が、「このま
までは、就職試験が不安」ということで、センターで学習している。本学のリメディアル教育は始まったばかりで
ある。より一層の努力を学生・教職員共々にできれば、必ず結果はついてくると期待している。
６．今後の課題
　「..3　学生支援方針への取り組み」で述べた内容は、学生相談の大きな流れを、意識した理念ではなかったが、
今となってみれば、本学での「チーム支援」構築に大きく寄与している。筆者が赴任してきた当時、すでに学生に
菅　　　　徹82
対する教育相談体制の確立は早急な課題であったので、「学生支援指針」は、教職員に必要性を訴える大きな力に
なった。少しずつではあるが、着実に全学での支援態勢が整いつつある。次年度に向けて、課題となる事項につい
て、述べることにする。
　まず、３．２「学生援助シート」の有効活用について、一枚目のシートを作成して、更新することもなく、次年
度を迎えている。これを何とか、教職員に呼びかけて、学生支援をもっと手厚くする必要がある。そのためには、
大学全体に「チーム支援」に基づいた組織の態勢を作っていくことが有効な方法である。一日も早く、そのための
叩き台を作っていくことが肝要である。
　次に、５．「リメディアル教育」については、学生支援センターの教職員による呼びかけによって、軌道に乗っ
てきたと思われる。しかしながら、学習内容がどれほど学生にマッチした内容であるか、今後研究していかねばな
らない。学生支援センター運営委員は授業を行いながら、空き時間を利用して、センターに出向き対応している現
状である。やはり、塾講師や中等教育学校の退職教員等にお願いして、学生指導に当たって欲しいと感じる。その
ための予算措置が必要である。
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